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ふれあう心が温かい
浅水小学校4年生と遠賀園入所者の合同演奏会が、12月21日、浅木小学校体育館で行われました。この日

は保護者や3年生が見守るなか一生懸命に練習した演奏を披露しました。演奏中はおじいちゃん、おばあち

ゃんを囲むように子供たちが問に入ります。緊張のなかにも、楽しく演奏会は進められました。

演奏会のあとは、ふれあいの時間です。子供たちがおじいちゃん、おばあちゃんと一緒にジャンケンをした

り、歌ったり、肩をたたいてあげたりと楽しい時間を過ごしました。

世代を越えてふれあう心が温かく感じられる一日でした。



20歳になったら

国　民　年　金

田園

＠旬2

∴∴∴†

1月10日、遠賀町コミュニ
ティーセンターで成人式が行
われました。今年、町内で成
人式を迎えたのは261人。スー
ツや着物に身を包み、晴れや
かに式典は進められました。
今年はハッピーマンデー法

による初めての式典です。新
成人たちは、2000年という記

・念すべき年に成人となった喜
一ぐ，びをかみしめ、‘久しぶりに

窮た友人たちと有意義なと
きを過ごしていました。そん
な新成人の20歳の抱負は・・・

・（

、腎

｛章
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2
0
歳
、
そ
れ
は
国
民
年
金
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
す
。
ま
だ
、
加
入

の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、
す
ぐ
に
役
場
福
祉
課
国
保
年

金
係
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
2
0
歳
前
か
ら
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
な
ど
に
継
続
し
て

加
入
し
て
い
る
人
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
学
生
の
保
険
料
免
除

保
険
料
の
負
担
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
特
別
の
免
除
基
準
が

設
け
ら
れ
、
比
較
的
免
除
が
受
け
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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2000年の幕あけ

遠賀郡消防合同出初式

1月9日、岡垣町民総合グラウンド

で遠賀郡消防合同出初式が開催され
ました。この日は遠賀郡消防本部と遠

賀4町の消防団が集まり、今年一年の

気勢を高めました。

遠賀町消防団はポンプ車操法の披
露です。12月から練習に励んだ選手た

ち。息のそろった演技に観客からは大

きな拍手が贈られました。

出初式の後半では、各賞の表彰が行
われ、遠賀町から延べ33人が受賞しま

した。

災害に立ち向かう消防団の皆さん、

今年もよろしくお願いします。

○出初式の受葉音（遠賀町消防団）

日本消防協会長表彰
功績華　南崎日新
精績章　子追敏雄

福岡県知事感謝状

永年勤続

〔20年〕峯　俊一、萩尾修身、子追敏雄、
田中彰一

福岡県消防協会長表彰
永年勤続

〔40年〕池田紀樹

〔20年〕峯　俊一、萩尾修身、子追敏雄、

田中彰一

〔i5年〕溝邁一雄、丸井精一郎、石橋真五、

原田種利

〔10年〕大場繁雄、村田一二、岩崎公彦

優良団員　池田知致、秦　浩司、村田一二、

佐藤秀雄

福岡県民火災共済組合理事長表彰
分団の部　第三分団

個人の部　太田歳彦

福岡県消防協会遠賀支部長表彰
太田歳彦、池田光一

遠賀町消防団長表彰
秋武一基、吉田拓也、小田雅博、井口正彦、
二宮　譲、石松泰洋

遠賀町長感謝状
石松芳城、高崎日新

（敬称略）

箪結平成11年度 遠賀町功労表彰者 この表彰は遠賀町表彰条例にもとづき、政 治、経済、文化、社会、その他の分野で町政 振興に寄与していただいた人に贈られるもの です。 町議会議員石松守 〝仲野和義 〝吉浦勝義 松ノ本区長浅野宗次郎 別府区長大場重信 浅木区長柳井博幸 虫生津区長毛利善隆 老良区生産組合長原田郁二郎（敬称略） �二二三三．i‾要義惑 ������＼ � 
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日本の文化を体験
文化ふれあい事業の

狂言「附子」
1月22日、遠賀町中央公民館で、文

化ふれあい事業の狂言「附子」が開催
されました。会場にはたくさんの人々

が集まり、日本の伝統芸能を楽しみま

した。

狂言とは、鎌倉時代に確立した演劇
で、風刺喜劇的な色彩が強いのが特徴

です。なかでも、「附子」は小学6年生
の教科書にも取り上げられている有名

な作品です。ユーモラスなお話に、会

場は笑い声でいっぱいでした。昔から

残る日本の文化を、これからも大切に
していきたいものですね。
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面
白
い
が
ら
大
好
き
ー
“

南
部
保
育
園
の
も
ち
つ
き
大
会

厳
し
い
寒
さ
の
な
か
、
元
気
な
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
1
2
月
1
8

日
は
南
部
保
育
園
の
餅
つ
き
大
会
…
。
子
ど
も
た
ち
が
ペ
ッ
タ

ン
、
ぺ
ッ
タ
ン
と
、
大
き
な
杵
で
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
く
て
も
、
笑
顔
が
も
ち
を
美

味
し
く
し
ま
す
。
出
来
た
て
の
モ
チ
は
と
て
も
熱
そ
う
に
白
い

湯
気
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

今
度
は
モ
チ
を
小
さ
く
丸
め
ま
す
。
目
の
前
に
ド
ス
ン
と
置

か
れ
た
大
き
な
モ
チ
の
固
ま
り
に
、
子
ど
も
た
ち
は
目
を
丸
く

し
て
い
ま
し
た
。

「
も
ち
つ
き
は
面
白
い
か
ら
大
好
き
」
　
と
話
す
子
ど
も
た
ち

の
頭
上
か
ら
は
、
白
い
雪
が
舞
い
散
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ん
な
に
元
気
を
く
れ
る

お
ん
が
駅
前
得
ト
ク
ま
つ
り

1
2
月
1
9
日
、
遠
賀
町
駅
前
周
辺
の
3
会
場
で
お
ん
が
駅
前
得

ト
ク
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
催
さ
れ
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
餅

つ
き
体
験
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
み

ん
な
本
当
に
楽
し
そ
う
で
す
。

新
鮮
な
農
産
物
や
海
産
物
な
ど
も
安
く
売
ら
れ
、
威
勢
の
よ

い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。
気
温
が
寒
い
日
で
し
た
が
、
人
々

の
熱
気
に
体
も
温
ま
り
ま
す
。

最
後
に
は
餅
ま
き
も
行
わ
れ
、
年
の
瀬
を
感
じ
さ
せ
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
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基本健診受診者2300人の総合判定

□経過観察以上　口異常なし

0％　　20％　　40％∴∴∴60％　　80％　IOO％

図2．基本健診の項目別　経過観察以上の人の割合

図I

表i　平成Ii年度　受診者数

＼ �受前者数 �要録自若数 �対象者年齢 

胸部 レントゲン （結核検診） �2363人 �43人 �i8歳以上 

胃ガン検診 �i348人 �24人 �30歳以上 

大腸ガン 検診 �Ii53人 �70人 �40歳以上 

軋ガン検診 �770人 �22人 �30歳以上 

子宮ガン 検診 �764人 �6人 �30歳以上 

基本健診 �2300人 �図I・ 図2 �40歳以上 

いよいよ介護保険制度の
スタートです。

介護サービスご利用希望の方、
「要介護認定申請」はお済みですか7

遠
賀
町
の
総
合
健
診

遠
賀
町
で
は
、
毎
年
多
く
の
人
が
健

診
を
受
け
て
い
ま
す
。
平
成
n
年
度
の

受
診
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
表
1
）
。

1
．
億
度
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か

ガ
ン
や
生
活
習
慣
病
は
自
覚
の
な
い

ま
ま
進
行
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
職
場

や
医
療
機
関
等
で
検
査
す
る
こ
と
の
な

い
人
は
年
に
1
回
は
健
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ガ
ン
検
診
で
、
要

精
密
で
あ
っ
て
も
ガ
ン
で
あ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
異
常
な
し
だ
っ
た
り
他
の

病
気
が
発
見
さ
れ
た
り
で
早
期
治
療
に

結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
異
常
が

な
く
て
も
、
そ
の
後
の
一
年
間
が
大
丈

夫
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自

覚
症
状
に
注
意
し
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

2
．
基
本
健
診
を
受
け
た
後
は

健
康
対
策
係
で
は
、
平
成
n
年
度
に

健
診
結
果
説
明
会
や
糖
尿
病
予
防
教
室

を
行
い
ま
し
た
　
（
結
果
説
明
会
8
4
人
、

糖
尿
病
予
防
教
室
2
9
人
の
参
加
）
。

他
に
も
、
各
地
区
の
公
民
館
で
教
室

を
し
た
り
保
健
婦
の
訪
問
等
も
行
っ
て

い
ま
す
。
健
診
は
受
け
た
後
が
大
切
で

す
。
平
成
1
2
年
度
も
各
種
教
室
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

3
．
平
成
1
2
年
度
の
総
合
健
診
の

予
約
を
受
け
付
け
ま
す

今
年
も
6
月
か
ら
各
地
区
公
民
館
で

健
診
が
始
ま
り
ま
す
。
予
約
案
内
の
ピ

ン
ク
の
封
筒
を
2
月
上
旬
に
対
象
世
帯

に
郵
送
し
ま
し
た
。
受
診
希
望
者
は
同

封
の
ハ
ガ
キ
に
受
診
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
役
場
健
康
対
策
係
に
3
月
1
5
日
ま

で
に
返
送
く
だ
さ
い
　
（
切
手
不
要
）
。

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に
も
年
に

一
度
の
定
期
健
診
を
利
用
し
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

4
月
1
日
か
ら
開
始
さ
れ
る
介
護

保
険
制
度
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
あ
た
り
、
「
あ
な
た
は
介

護
が
必
要
な
方
で
す
」
と
い
う
要
介

護
認
定
が
必
要
で
す
。
4
月
以
降
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
役
場
の
高
齢
者
係
で
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
を
行
う
と
訪
問
調
査
、

認
定
審
査
会
を
経
て
、
必
要
な
介
護

の
度
合
い
　
（
要
支
援
・
要
介
護
度
1

～
5
の
6
段
階
）
　
が
決
ま
り
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
計
画
　
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
　
を

立
て
て
い
き
ま
す
。
こ
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
作
成
に
は
時
間
が
か
か

り
ま
す
の
で
、
申
請
は
早
め
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
町
役
場
高
齢
者
係



新　刊　案　内

著　　者 �書　　名 �出版社 

ウノス・デイリー �砂漠の女デイリー �草思社 

茨木　のり子 �碕りかからず �筑摩書房 日本放送出版総会 

般 �ジェームス三木 �葵徳川三代上巻 青の炎 
貴志　祐介 ��角川書店 

図 �五木　寛之 �人生の目的 �幻冬舎 

春 �武田　鉄矢 �田に捧げるラストバラード �集英社 

児 �みや）にしたつや �おとうさんはウルトラマン �学習研究社 
里 図 書 ��／おとうさんの休日 

ピ �いわむらかすあ �14ひきのあきまつり �TDKコア（株） 

ヂ オ �五味　太郎 �きんぎょがIこげた �TDKコア㈱ 

課だお薦めの1冊

「西行花伝」

辻　邦生薯

西行の一生が書かれた本です。

平安時代の政略や政治の説きが現

在の世相とよく似ていて、おもし

ろく惑じます。

韓霊 代彦る追尾江子 �俳 句 遠 �∴∴：∴ �短 歌 お �＼＼”）（¢ 俳 

賀 �り　険　　心濡　　犬行　　足争せ　　不砂 �ん �短句 
俳 �山　し　　は　ら　　なけ　許きる　　昼は　河 �空 
友 句 ∠ゝ �　をき　足す　れば　過ド　議動中 松守奥大ら横森藤ど犬向ぐクーさき �短 歌 会 秋 草 �敏 ／（劃㌢ 

コミ 抄 �居り山場う雨急沢中井る夕日て端 さの　を　屋　　波書 福　房　国も若に扁形運 漕∴∴∴江 
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樽
主
な
ぐ

「
ち
ょ
っ
と
、
知
っ
て
る
，
…
」

「
こ
こ
だ
け
の
話
な
ん
で
す
が
…
」

で
始
ま
る
う
わ
さ
話
。
根
も
葉
も
な

い
う
わ
さ
か
う
わ
さ
を
呼
ん
で
、
い

つ
の
間
に
や
ら
す
ご
い
尾
ひ
れ
か
つ

い
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
珍
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
世
間
で
は
こ
う
し

た
う
わ
さ
話
に
よ
っ
て
、
人
を
偏
見

と
い
う
曇
っ
た
眼
鏡
で
み
て
し
ま
い

が
ち
に
な
り
ま
す
。

自
分
が
正
し
い
と
思
う
の
な
ら
よ

人
権

い
て
は
な
い
か
と
言
い
た
い
と
こ
ろ

で
す
か
、
世
間
と
は
時
と
し
て
恐
ろ

し
い
カ
を
持
ち
ま
す
。
習
慣
や
慣
習
、

常
識
な
ど
に
従
わ
な
い
場
合
、
世
間

の
重
圧
は
想
像
以
上
に
重
く
の
し
か

か
り
ま
す
。
そ
し
て
、
周
囲
の
偏
見

が
差
別
意
識
を
つ
く
り
、
そ
の
人
は

無
意
識
の
う
ち
に
隔
離
さ
れ
、
日
常

生
活
に
ま
で
支
障
を
き
た
す
場
合
も

多
く
あ
る
の
で
す
。

た
か
i
b
こ
そ
、
何
か
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
、
人
は
　
「
み
ん
な
が
そ
う

言
う
か
ら
‥
」
「
世
間
か
ど
う
お
も
う

か
」
　
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る

の
で
し
ょ
う
。

人
は
誰
も
か
同
じ
考
え
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
生
は
一
人
ひ
と
り
違
う

の
で
す
か
・
う
、
違
う
考
え
も
認
め
あ

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
人
は
ひ
と
り

で
は
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
こ
そ
、

世
間
と
は
人
を
隔
離
す
る
も
の
で
は

な
く
、
助
け
合
う
も
の
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず

は
人
の
考
え
も
認
め
る
こ
と
が
第
一

歩
と
な
る
の
で
す
。

上
山
　
周
子
さ
ん

（東和苑）



圃一般行政職の級別職員数の状況
（平成11年4月1日現在）

区分 �1級 �2級 �3級 �4級 �5級 �6級 �7級 課長補佐 �8緻 �計 

標準的な 職務内容 �主軸 �主事 �主事 �主任 �主査 �企画主査 ��姦事 � 

技師橋 �技師 �技師 ��係長 �係　長 �主幹 課長 �課長 

轍鮒月 �－ �10 �24 �15 �8 �27 �l �11 �96 

儒批〈粕 �－ �10．4 �25．0 �15．6 �8．3 �28．1 �1＿0 �11．5 �100 

（注）標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

田臓葵手当の状況（期末・勤勉手当）
（平成11年度支給割合）

区　　　分 �遠　　賀　　町 ��国 

手　　　当 �期　　末 �勤　　勉 �期　　末 �勤　　勉 

6　月　期 �1．6月分 �0．6月分 �1．6月分 �0．6月分 

12　月　期 �1．9月分 �0．6月分 �1．9月分 �0．6月分 

3　月　期 �0．55月分 ��0．55月分 

計 �4．05月分 �1．2月分 �4．05月分 �1．2月分 

職務上の段 階職務の飯 箸による加 筑措置 �有 ��有 

（注）平成11年度給与改定前の支給割合です。

田特別職の報酬などの状況
（平成11年4月1日現在）

圃部門別職員数の状況と主な増減理由
（各年4月1日現在、単位：人）

区　　　　分 ���職　員　数 ��対前年 増減数 �主な増減理由 
部　　　　門 ���平成10年 �平成11年 

般 行 政 部 門 �識　　会 ��4 �4 � � 

総務企画 ��27 �26 �△　1 � 

税　　務 ��10 �9 �△　1 � 

民　　生 ��15 �17 �2 � 

衛　　生 ��6 �6 � � 

農林水産 ��8 �8 � � 

土　　木 ��20 �15 �∠ゝ　5 � 

小　　計 ��90 �85 �△　5 � 

特別行 政部門 �教　　育 ��22 �22 � � 

112 �107 �∴ゝ∴∴5 � 

公 営 企 業 部 門 �国　　保 ��2 �2 � � 
老 � �1 �1 � � � � � � 

盛 � � �l �1 � �と �′ �を公 ため �企 

下水 � � �5 �5 � �り 

小 �十 �3 �9 �6 � 

合　　　　計 ���115 �116 �1 � 

（注）職員数は、一般職に成する員数であり、地方公務蝿の身分を有する休職
者等を含み、臨時又は非常勤戦地を除いています。

固定員適正化計画の数値目標及び進捗状況
（D定員適正化目標　　　　　　　（各年4月1日現在、単位．人）
区　　　　分 �10年度 �11年度 �12年度 �13年度 �14年度 �15年度 �計 

減　　　　員 � �2 �3 �1 �1 �2 �14 

増∴∴∴∴貝 � �3 �8 �5 �2 �3 �26 

差引粕減員数 � �1 �5 �4 �1 �1 �12 

職　員　　数 �115 �116 �121 �125 �126 �127 � 

（注）（1）計画期間は、平成11年～15年の5年間である。
（2）教育長及び派遭・出向・休職暇賞を含み、臨時的任用職質を除く。

②定員適正化手法の概要
公営企業会計職員を除いた一般行政職貝は、平成15年までに総

務部門の充実強化のため増員する予定。これ以降は条例定数内で
見直しを行った後で職員の傾斜配分を検討していく。
（㊦定員適正化計画の進渉状況（実績）の概要

（各年4月1日現在、単位：人）
区　　　　　　分 ��11年度 �12年度 �13年度 �14年度 �15年度 �計 

計　画 �差引増減員数 �1 �5 �4 �l �1 �12 

実　繍 �増　減　数 �1 � � � � � 
職　員　　数 �116 � � � � � 

すぎな国の

園児を募楽しまず

：十㌧／∴一 ／、、 ／ �＿一一一一一一－ ／石 部 弼Til �＿一一一一一‾二一 避 �� �＼ りす－； 

11番事幸一／H �� � �灘鑑 ■：▲＿＿＿＿ � 

■i∴∴ �‥i：：二十翠 � ��田′子年，， � 

＠⑦8

遠
賀
郡
4
町
で
心
身
障
害
児
の
通

園
、
療
育
訓
練
事
業
を
始
め
ま
す
。

言
語
や
運
動
機
能
の
発
達
で
心
配
の

あ
る
子
ど
も
を
対
象
に
、
専
門
の
療

育
士
に
よ
る
通
園
や
訓
練
・
相
談
を

行
い
ま
す
。

●
と
き
　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら

●
と
こ
ろ
　
心
身
障
害
児
通
園
施
設

す
ぎ
な
園
　
（
芦
屋
町
）

●
対
象

▽
通
園
　
遠
賀
郡
内
在
住
で
0
歳

か
ら
6
歳
ま
で
の
就
学
前
の
心

身
障
害
児

▽
訓
練
と
相
談

1
8
歳
未
満
の
心
身
障
害
児
や
言

語
等
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も

●
内
容

▽
通
園
　
日
常
生
活
の
基
本
動
作

の
指
導
、
集
団
生
活
へ
の
適
応

訓
練

▽
訓
練
と
相
談

言
語
・
機
能
訓
練
、
心
理
、
子

供
の
発
育
・
発
達
の
相
談

※
原
則
と
し
て
保
護
者
同
伴

●
そ
の
他
　
事
前
に
見
学
の
人
は
す

ぎ
な
園
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い

℡
0
9
3
　
（
2
2
3
）
　
2
6
1
2

●
質
用

▽
通
園
　
利
用
料
と
給
食
費
が
必
要

▽
訓
練
と
相
談
　
無
料

●
申
し
込
み
　
2
月
2
1
日
　
（
月
）
　
ま

で
に
役
場
福
祉
課
福
祉
係
へ
入
園

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
入
園
申
請
蕾
は
役
場
窓
口
に
置
い

て
い
ま
す
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回航両

賞繭請出筆
恕蜜を公表しま訊

遠賀町職員の給与については、町議会における給与条例と

予算の審議などを通じて明らかにされていますが、町民の皆
さんのご理解をいただくため本年度の給与の実態等を公表

します。

田人件費決算額の状況（普通会計）
（人口：人、金額：千円、率：％）

区　分 �住民基本 �歳　出　額 �人　件　費 �人件費率 
台帳人口 �（A） �（B） �（B／A） 

8年度 �19．518 �7．374．502 �986．536 �13．4 

9年度 �19，598 �7．023．094 �996．563 �14．2 

10年度 �19，617 �6，982，777 �1．001．700 �14．4 

（注）〈1〉住民基本台帳人口は、各年の3月末時点のものです。

〈2）人件靖には特別職に支給される給料、報酬を含みます。

（3）普通会計とは、全体から国保会計、老人保健会計、農薬集落排水会計、

公共下水道会計、土地取得会計及び盤園事業会計を除いた会計の合

田平成11年度職責鈴与嚢の状況（普通会計）
（金額：千円）

給　　　　与　　　　費

期末・勤勉手当

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

圃職員の平均給料月額と平均年齢の状況
（平成11年4月1日現在）

区　　分 �一般行政職 ��技能労務職 
平均給料月額 �平均年齢 �平均給料月額 �平均年齢 

遠賀町 �325．701円 �39．1歳 �326．400円 �42．8歳 

国 �322，033円 �39．7歳 �286．958円 �47．8歳 

（注）（1ト般行政職とは、行政職の職員のうち税務職と保健錦織の職員を除い

たものです。

（2）平成11年地方公務員給与実態調査に基づくもので、平成11年度給与改

定前の額です。

田職員の初任鈴の状況
（平成11年4月1日現在）

区　　　分 ��遠　賀　町i �郡内平均 �国 

一般 行政職 �大学卒 �181，100円 �181，100円 �174．200円 

高校卒 �151，600円 �151，600円 �141，700円 

技能 労務職 �萬校卒 �154，000円 �152．400円 �138．300円 

（注）平成11年度給与改定前の額です。

回瞳員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成11年4月1日現在）

区　　　分 ��経験年数 �経験年数 �経験年数 

一般 行政職 �大学卒 �315，740円 �380，100円 �401．164円 

高校卒 �256，167円 �337，200円 �374．200円 

技能 労務職 �高校卒 � �297．600円 �313，800円 

（注）〈1〉経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用

前に民間等に勤務した経歴が有る場合はその期間を換算し、採用後の

年数に加卵した年数をいいます。

〈2〉平成11年地方公務員給与実態調査に基づくもので、平成11年度給与改

定前の額です。

平
成
1
2
年
度
新
入
学
児
童
（
小
学
1
年
生
）
の
一
日
体
験
入
学
の

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
春
の
小
学
校
入
学
予
定
者
に
対

し
、
入
学
案
内
通
知
書
　
（
ハ
ガ
キ
）

を
1
月
末
日
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
の
届
い
て
い
な
い
人
は
、
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
な
お
、
案
内
通
知
書
は

1
月
2
5
日
現
在
の
住
民
票
で
作
成
し

て
い
ま
す
。

●
入
学
式
　
4
月
1
0
日
　
（
月
）

午
前
1
0
時
～
（
各
小
学
校
）

●
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

入
学
案
内
通
知
は

届
き
ま
し
た
か
？
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㊥　中央公民館　○

鰯観納鰭一妙
●教示惰因

水墨画

2月醐（金）まで㊧

交通安全の

優良運転者を表彰します

交通安全協会と折尾警察署が
行う、地区優良運転者表彰申請
の受付が始まります。

●資格　5年以上または10年

以上無事故・無違反継続運転
中の折尾交通安全協会会員

●申請に必要なもの
運転免許証（表、裏）と交通
安全協会会員証のコピー、無
事故・無違反証明菖（自動車
安全センター発行）、申請番
（折尾交通安全協会窓口また

は協会各支部にあります）

●申し込み　3月1日（水）か

ら3月31日（金）までに折尾

交通安全協会または協会各支
部で受け付けます

●問い合わせ
折尾交通安全協会
℡093（601）1818

∽iO

主任児童委員が改選されました

任期満了に伴い、主任児童委員が改選されました。

地区民生・児童委員とともに不登校、いじめ問題な

ど青少年に関係する様々な日常的問題に対し、親身

に対応しますので、お気軽に声をおかけください。

山本タケ代さん（尾崎）℡（291）1023

木下久美代さん（芙蓉）℡（293）6146

く

ら

し

乳
児
相
談

●
と
き
　
2
月
1
5
日
　
（
火
）

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～

午
前
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ

遠
賀
町
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
糞
士
に
よ
る

栄
糞
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
質
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

3
歳
児
健
康
診
査

●
と
き
　
2
月
2
4
日
　
（
木
）

受
付
＝
午
後
1
時
1
0
分
－
1
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
8
年
日
月
1
日
か
ら
平

成
9
年
1
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

幼
児

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す

●
内
容
　
身
体
測
定
、
医
師
に
よ
る
診

察
（
小
児
科
、
歯
科
）
、
歯
科
衛
生
士
、

保
健
婦
に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
糞
士

に
よ
る
栄
糞
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
健
康
診
杏
葉
　
（
対
象
者
に
送
付

し
ま
す
）
、
健
診
日
の
朝
の
尿
を
1
0
0
0

程
度
、
お
子
さ
ん
が
家
庭
で
使
っ
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ

●
寅
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

赤
十
字
救
急
法
教
急
異

義
成
講
習
会

●
と
き
　
3
月
3
日
（
金
）
～
5
日
（
日
）

※
3
日
間
で
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

ま
で

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

●
講
習
内
容
　
応
急
手
当
の
基
本
、
心

肺
蘇
生
法
、
止
血
と
傷
の
手
当
、
骨

折
の
処
置
、
急
病
、
包
帯
法
　
（
三
角

巾
）
、
運
搬
法
、
救
護

●
受
講
資
格
　
満
1
5
歳
以
上
の
心
身
と

も
に
健
康
な
人
　
（
定
員
5
0
人
）

●
費
用
　
二
千
円
　
（
教
材
代
）

●
申
し
込
み
　
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県

支
部
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

℡
0
9
2
　
（
5
2
3
）
　
1
1
1
1

※
定
員
と
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

中
小
企
業
大
学
校

創
業
支
援
研
修

●
と
き
　
3
月
1
3
日
（
月
）
～
1
7
日
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
中
小
企
業
大
学
校
直
方
校

●
定
貝
　
5
0
人

●
申
し
込
み
　
3
月
3
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
中
小
企
業
大
学
校
直
方
校
研
修
課

へ℡

0

9

4

9

　

（

2

8

）

　

1

1

4

4

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を

ご
存
じ
で
す
か

●
融
資
対
象
　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
門

学
校
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
人
の
保
護
者

●
融
資
額

一
人
に
つ
き
二
百
万
円
以
内

●
返
済
期
間
　
1
0
年
以
内

●
利
率
　
年
2
・
2
％

（
固
定
金
利
、
1
2
月
2
8
日
現
在
）

●
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済
、
ボ
ー

ナ
ス
月
増
額
返
済
、
ス
テ
ッ
プ
返
済

●
問
い
合
わ
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫
八
幡
支
店

℡
0
9
3
　
（
6
4
1
）
　
1
1
1
5

8
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

一
日
相
談
会
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
2
月
1
8
日
　
（
金
）

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
（
小
会
議
室
）

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
商
工
会

℡
　
（
2
9
3
）
　
0
1
6
5

防
衛
庁
職
員
募
集

●
試
験
日
　
2
月
2
5
日
　
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
第
3
術
科
学

校
　
（
芦
屋
基
地
）

●
採
用
予
定
　
栄
養
士
　
1
人



人の体は知らないうちに、

肩こり、腰痛など様々な症状

を引き起こします。探体法は、

習慣づけて行うことで体のゆ

がみを治す体操です。

●とき　2月25日（金）、3月

3日（金）、iO日（金）、i6日

（木）、24日（金）

※いずれも午後i時30分から

午後4時まで

（できるかナ5日間とも出

席してください）

●ところ　遠賀町中央公民館

覿

詐：誌驚喜
Ai●申し込み2月22日（火）までに福祉課碇凍対策係へ

申し込んでください

福岡県国民健康保険団体連合会

職員採用試験のお知らせ
●試験日

第1次試験　3月11日（土）

第2次試験　3月22日（水）

●試験会摸　福岡市内

●受験試験　県内に居住している通勤可能な人
で、昭和49年4月2日以降に生まれた大学卒業

または卒業見込みの人

●申し込み　2月15日（火）から2月22日（火）

まで（午前8時30分～午後5時、土日祝日を除

く）に、申込書を福岡県国民睦康保険団体連合

会職員課に郵送（当日消印有効）または持参し
てください

熊郵便で申込書を請求する場合は、140円切手を貼っ

た宛て先明記の返信用封筒（A4が折らずに入るも

の）を同封して、福岡県国民健康保険団体連合会職

員課に請求してください

〒812－鎚21福岡市博多区吉塚本町13番47号

福岡県国民建康保険団体連合会職員課
℡092（642）7804

※
航
空
自
衛
隊
第
3
術
科
学
校
　
（
芦
屋

基
地
）
　
勤
務

●
受
験
資
格
　
栄
養
士
免
許
以
上
を
保

有
し
、
平
成
1
2
年
4
月
1
日
現
在
で

0
0
歳
以
下
の
人

●
申
し
込
み
　
2
月
2
1
日
　
（
月
）
　
の
午

後
5
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
　
航
空
自
衛
隊
第
3
術

科
学
校
総
務
課
人
事
班

℡
0
9
3
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

パ
ソ
コ
ン
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

技
術
講
習
会
を
開
催

●
と
き
　
4
月
6
日
　
（
木
）
　
か
ら
5
月

1
8
日
　
（
木
）
　
ま
で
の
う
ち
2
1
日
間

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
戸
畑
中
央
公
民
館

（
北
九
州
市
戸
畑
区
）

●
対
象
　
就
業
希
望
の
女
性
（
新
卒
者
、

妊
娠
中
の
人
、
出
産
後
1
年
未
満
の

人
を
除
く
）

●
受
講
料
　
無
料

（
教
材
費
は
受
講
者
負
担
）

●
申
し
込
み
　
3
月
6
日
（
月
）
、
1
日

（
火
）
　
（
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
に

福
岡
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5
6

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

利
用
者
モ
ニ
タ
ー
募
集

●
対
象
∴
運
転
免
許
を
持
ち
、
福
岡
都
市

高
速
ま
た
は
北
九
州
都
市
高
速
を
利

用
し
て
い
る
人
（
そ
れ
ぞ
れ
1
0
人
以
内
）

●
任
期
　
4
月
か
ら
の
一
年
間

●
内
容
　
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
出
席
（
平

日
）
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
な
ど
（
謝

礼
が
あ
り
ま
す
）

●
応
募
方
法
　
2
月
2
5
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
利
用
し
て
い
る
都
市
高
速

を
明
記
し
、
都
市
高
速
を
利
用
し
た

感
想
（
恕
子
以
内
）
を
添
え
て
福
岡

北
九
州
高
速
道
路
公
社
総
務
部
業
務

管
理
課
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い

〒
八
二
一
I
〇
〇
五
五

福
岡
市
東
区
東
浜
2
丁
目
1
番
5
3
号

℡
0
9
2
　
（
6
3
1
）
　
3
2
8
4

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

企
業
の
人
事
担
当
者
と
障
害
者
が
直

接
面
談
で
き
る
障
害
者
雇
用
促
進
面
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
　
2
月
1
8
日
　
（
金
）

午
後
0
時
5
0
分
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

●
質
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
は
た

℡
0
9
3
　
（
6
2
2
）
　
5
5
6
6

母
子
家
庭
、
寡
婦
、
父
子
家
庭

特
別
相
談
事
業

母
子
家
庭
、
寡
婦
、
父
子
家
庭
の
特

別
相
談
事
業
（
法
律
相
談
）
　
を
実
施
し

ます。
●
と
き
　
2
月
1
5
日
（
火
）
、
3
月
2
日

（
木
）
・
1
6
日
　
（
木
）
、
4
月
1
3
日

（
木
）
、
5
月
1
8
日
　
（
木
）
、
6
月
1
5

日
　
（
木
）

※
い
ず
れ
も
午
後
6
時
0
0
分
か
ら
8
時

0
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
6
階
（
春
日
市
）

●
受
用
　
無
料

（
先
着
順
で
一
人
0
0
分
程
度
）

※
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
前
日
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
あ
せ

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

℡
0
9
2
　
（
5
8
4
）
　
3
9
2
2

中
小
企
業
従
業
員

生
活
資
金
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

◇
中
小
企
業
従
業
員
生
活
賞
金
融
資
制
度

教
育
費
、
物
品
購
入
等
の
資
金
を
無

担
保
、
低
利
で
長
期
に
わ
た
り
融
資
し

ま
す
　
（
育
児
休
業
、
介
護
休
業
の
習
得

者
は
さ
ら
に
低
利
）

●
融
資
限
度
額
　
百
万
円

●
返
済
期
間
　
5
年
以
内

（
育
児
、
介
護
は
措
置
期
間
あ
り
）

●
取
扱
金
融
機
関
　
福
岡
労
働
金
庫

●
融
資
金
利
　
年
3
・
1
％

◇
教
育
訓
練
受
講
費
金
融
資
制
度

勤
労
者
や
離
職
者
が
労
働
省
指
定
の

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
際
の
資
金

を
無
担
保
、
低
利
で
、
長
期
に
わ
た
り

融
資
し
ま
す

●
融
資
限
度
額
　
三
十
万
円

●
返
済
期
間
　
3
年
以
内

（
離
職
者
は
措
置
あ
り
）

●
取
扱
金
融
筏
的
　
福
岡
労
働
金
庫

●
融
資
金
利
　
年
3
・
0
％

※
い
ず
れ
も
平
成
Ⅱ
年
1
2
月
1
日
現
在

●
問
い
合
わ
せ
　
県
庁
労
働
福
祉
課

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1



●仕軍はどうですか？

出身である遠賀中央幼稚園に就職して6年

目になります。実は幼稚園のころ登校拒否を

していたんですが、先生方にとても良くして

頂き、1か月もすると幼稚園が大好きになり

ました。そのころから、この職に就くのか夢

でした。難しいと感じることもたくさんあり

ますが、子どもたちと接していけるこの仕事

は新しい発見や感動がたくさんです。自分自

身もいつも新鮮でいたいなと思っています。

●趣味・特技は？
フラワーアレンジメントをしています。友

達に誘われて軽い気持ちで始めたんですが、

どんどんハマってしまい、あっという間に6

年が過ぎました。お花だけじゃなく果物やき

のこなど、いろいろな物を使ってみることも

あって面白いですよ。

●尊敬する人物は？

やると決めたらトコトンやる父、温和な母、

そんな両親を尊敬しています。二人とも飾ら

ない性格なので私の友達も集まりやすいらし

く、よく泊まっていきます。

●遠賀町への要望があれば？

本の図書館のように、オモチヤの貸し出し

をしてくれるような施設があったらいいなと

思います。「将来、私もここで子育てしてみ

たい」と思える町であってほしいですね。

∽12

鯉のぼり童話付してく濾さい

あなたの愛を分けてください襲薄 献血車がまいります　仁、 

㊥と　き　2月23日（水）午前10時一午後4時 

（正午から午後1時までは休憩） 

㊤ところ　役場玄関前 

㊥献血の種類200ml・400ml　／÷ぺ　　i宗溜 

㊥諾競誌嵩享鐸予鈴i 

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513　遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷

松
尾
　
美
穂
さ
ん

2
6
歳
　
（
今
古
賀
）

（
遠
賀
中
央
幼
稚
園
勤
務
）

遠
賀
町
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
4
月
2
9
日
の
み
ど
り
の
日
に

子
ど
も
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
ま
つ
り
で
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
い
ま
す
が
、
傷
み

が
激
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
子
ど
も
ま
つ
り
は
継
続
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ

り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
　
社
会
教
育
係

串
a
p
畢
B
i
宣
d
a
y
綱

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
確
か
に
ガ
ン
グ
ロ
　
（
顔
を
ー

其
っ
里
に
す
る
）
、
厚
底
ブ
ー
ツ
な
ど
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
は
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
良
い
の
か
悪
い
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一

な
諾
擢
締
結
出
て
一

く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
こ
れ
で
一

よ
い
の
か
と
思
う
ほ
ど
、
言
葉
づ
か
い
や
憩
－

度
な
ど
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。
「
最

低
限
の
マ
ナ
ー
ぐ
ら
い
…
」
と
思
う
の
は
、

私
も
年
を
と
っ
た
証
拠
で
し
ょ
う
か
。

「
最
近
の
若
い
者
は
」
は
い
つ
の
時
代

に
も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
の
世
代
も
親

の
世
代
も
、
そ
し
て
、
祖
父
母
の
世
代
も
必

ず
言
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
。
こ
の
言
葉
が

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
風
俗
が
変
化
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

高
校
生
の
過
激
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
し
か

し
、
周
囲
を
歩
い
て
い
る
高
校
生
は
私
た
ち

の
こ
ろ
と
何
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
一

っ
の
間
に
か
テ
レ
ビ
に
影
響
さ
れ
て
い
る
の
一

群
藷
一

何
は
と
も
あ
れ
、
過
激
な
フ
ァ
ノ
シ
ョ
ン


